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稼ぐオンナと夫、そしてリコンの危機
「私にも、やれそうな気がしてきました。おかげで自信がもてま
した」
 
　札幌の男女共同参画センター様が主催する創業セミナー
で、事業計画のたて方についてお話をさせていただいた時の
感想です。３歳のお子さんを託児所に預けて参加されたママ、
預かってくれる人が見つからなかったので「すみません」と、
０歳の赤ちゃんを抱っこして参加されたママもいました。
　それは、まさに昔の私の姿でした。預け先が見つからず、消
費税のセミナーに、１歳のコドモを連れて出席したことがあ
ります。ベビーカーを座席の横に置き、コドモが愚図ったら、
急いで部屋の外にでます。ドアを少しだけ開けて、廊下から講
師の話を聞き漏らすまいと一生懸命に聞き耳をたてたのも、
なつかしい思い出です。
　その後しばらくして、税理士会の役員をやるようになった
とき、先輩の先生から、「あの時コドモ連れで来ていたのはキ
ミか」と言われたので、余程印象に残っていたのでしょう。と
いうより、男性の先生からしたら、まったく迷惑な話だったの
かもしれません。
 
　当時は、女性が働くということに対して、世間は今より寛
容ではありませんでした。コドモが５～６歳のころだったで
しょうか。確定申告の期間中、税務署が土日も開庁するという
ことで、税理士会でも土日に無料相談会を開くことになりま
した。夫はサラリーマンなので、土曜日と日曜日は完全にお休
みです。弊事務所で働くスタッフたちもそうですが、パパがコ
ドモの面倒をみてくれるので、働くママは週末こそ、安心して
思う存分働ける、というわけです。
　その日は、確か日曜日でした。コドモを夫に預け、私は確定
申告無料相談会の相談員として参加しました。相談会が終
わったあとは、先生方同士で食事でもしようかという流れに。
普段ならベビーシッターさんが帰る６時までには帰宅しなけ
ればなりませんが、その日は夫がいるので、安心して飲み会に
同行しました。そのとき、年配の先生から、不思議そうに質問
されたのです。

「今日、お子さんは、どうしているの？」
「パパがお休みなので、大丈夫です（^^♪」
「ふーん、日曜日にコドモの面倒を見なくちゃいけないなん
て、ご主人、かわいそうだねー」
 

エッ、エッ、エッ、かわいそう…？？？
だ、誰が…？

　可哀想なのは、せっかくの日曜日にコドモと過ごすこともでき
ず、働いている私の方じゃないの？大企業に勤める夫は、きっち
りお休みをとって、コドモと楽しい時間を過ごしているのに…。
　たぶん戦前生まれの男性からしたら、平日にたっぷり働き、さ
らにお休みの日にまでコドモの相手をさせられているのは、可
哀想だという発想だったのでしょう。小さなコドモがいるのに、
休みの日にまでバリバリ働く私は、一世代前の男性から見たら、
不思議な存在だったようです。
 
　女性が働きつづけるためには、家族の、そしてやっぱり夫の理
解が必要です。病気がちだったり、非行に走ったり、家庭内で暴
力をふるうようなコドモだったら、母親は働けない。妻が家を空
けるたびに、不機嫌になるような夫だったら、やっぱり妻は仕事
を続けることができません。
　会計事務所の仕事には、期限があります。年末調整や確定申告
の時期になると、どの税理士も10時11時まで働くのが普通です。
繁忙期には私もコドモを寝かしつけてから、着替えて事務所に
戻り、残った仕事を片付けていました。夫もできるだけ早く帰宅
して、コドモの面倒を見てくれるなど協力してくれました。
　それでも、忘年会や新年会シーズンともなると、週末の金曜
日は、夫も私も大切な宴会の予定がかぶってしまいます。そんな
時、どちらが早く帰宅するかで、喧嘩になることもしばしばあり
ました。クライアントやスタッフの数が増えて、私もひかなくな
ることが増えたからです。
　これはまさに、リ・コ・ンの危機…。
　結婚すると女性は、自分の時間を自分のためだけに使うこと
が、できません。コドモの行事が優先、夫の都合が優先…。それで
も仕事をしていると、社会的な責任も発生するし、夫に対する甘
えもでてきます。いやいや、綺麗事はやめましょう。仕事をして、
生活できるだけの収入を稼げるようになると、社会人としての
自分に自信ができて、早い話、可愛げがなくなってくるのです。
　稼ぐオンナたちが、リコンにいたるパターンというのは、大抵
こんな形でやってくるのではないでしょうか。大切なのは、相手
をリスペクトする気持ち。一人の男性として、尊敬する気持ちだ
と思います。

　弊事務所は、スタッフ全員が女性です。彼女たちの生き様は
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さまざまです。独身女性。婚約中。バツイチ。シングルマザー。
同棲中。別居中…。この原稿を書いている今、産休・育休中のス
タッフが４名います。なぜかお目出たは伝染するらしく（笑）、
４人同時に産休というのは、事務所を運営していくうえでさ
すがに大変です（汗）。
　とはいえ、予定がたてられる産休は、まだ何とかなります。妊
娠が分かってから、産休に入るまで数ヶ月ありますし、病気では
ないので、何かあったときいつでも連絡が取れるからです。本当
に大変なのは、ご主人の転勤です。早いときは、１週間後には引
き継ぐ間もなく、あっという間に妻であるスタッフも退職して
いきます。
　またご実家のご両親が倒れた…というケースも大変です。看
病するのは、娘か男兄弟の嫁というパターンがほとんど。ご実家
が地方にあり、ご両親と最後の時間を過ごすために退職したス
タッフもいました。
　良い・悪いの問題ではなく、それが働く女性の現実です。だか
ら女性の事業計画は、男性のようにはいきません。目標をきめ
て、その通りに実行しようとしても、絶対にそのとおりになどい
かないからです。
　自分で自分の人生をコントロールできない私たち女性が
成功するために必要なのは、「ブレない力」です。ブレないため
には、自分のミッションを明確にすることが大切。なぜ働くの
か？なぜその仕事でなければいけないのか？を、言葉にして
みてください。自分にとって大切なものは何か？ 絶対に失い
たくないものは何か？ を考えてみましょう。
　すると、自分にとって大切なものが、見えてきます。大切な
ものの順番が明らかになったら、その順番を決して崩しては
いけません。私たちは、目先の欲にとらわれてつい、ブレてし
まいがち。でも、長い目でみたら、結局は仕事も家庭生活も中
途半端になってしまいます。

　最近、ママ起業家が増えています。そして同時に、ママ起

業家に対する批判もあります。オンナどもは、男性の社会常
識をメチャクチャにするというものです。手作りというだ
けで、質の悪い商品を法外な値段で売る。逆にタダ同然の価
格でサービスを提供して、苦労して築いたオトコたちのマー
ケットを破壊する…。
　確かに私たちオンナは、歴史的に組織で働いた経験値があ
りません。なので、オトコたちにとっては当たり前の、組織の
論理が通用しないのは事実です。オトコたちが怒るのは、あ
る意味、当然ともいえます。
　でも、経験値が乏しいというのは、私たちオンナにとって弱
みでもあると同時に、強みでもあるのです。過去の経験に囚わ
れない新しい発想でビジネスをつくることができるからです。
　私も、最初は典型的なママ士業でした。会計事務所はこう
あるべき、という知識がなかったので、事務所経営のイロハ
も分からず、社長から頼まれれば採算度外視でサービスを提
供してきました。単なる記帳代行ではなく支払などの経理実
務や、請求書の発行・売掛金の消し込みなど営業事務の代行
をしたり、エクセルを使って、経営会議用の資料を作ったり。
さらには社長のスケジュール管理をしたり、芸能人のマネジ
メントをしたこともありました。
　別居している社長夫妻の書類の受け渡しをしたり、プータ
ローの彼氏との結婚相談に乗ったり。またDVで困っている
女性社長を見かねて、警察に相談に行ったり。
　これらは本来、税理士の仕事ではありません。でも、会計事
務所とはこうあるべき、という既成概念がなかったからこ
そ、社長の困ったを解決するお手伝いをしたい、という気持
ちだけで突っ走ることができたのです。
　結果として、それが事務所拡大の原動力となりました。

　時の政治家に言われるまでもなく、日本を元気にできるの
は、既成概念にとらわれない私たちナデシコの無手勝流パ
ワーだと思うのです♪

創業融資と補助金をガッツリ引き出すための本です。ミャンマーに会計サービスの会社をつくって
1年。法律も習慣も違う国で、大変なこと、ツラいことはたくさんあるけれど、それでもいま心から思
います。起業は楽しい！この楽しさを、皆と分かち合いたい。そのためのノウハウを伝えたい。そんな
思いから、起業時の資金調達について、書かせていただきました。コネもない、知識もない、資金も
ない、でもアイディアと情熱だけは、誰にも負けない！という人に読んでいただきたい本です。
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